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Art Exhibition 
 

SICF11 
（スパイラル・インディペンデント・クリエーターズ・フェスティバル） 
参加クリエーター募集開始！！ 
募集受付期間：2009 年 12 月 1 日（火）～2010 年 2 月 28 日（日） 

SICF11 開催日程：2010 年 5 月 2 日（日）～5 日（水・祝） 
SICF ホームページ：http://www.spiral.co.jp/sicf/ 

11 回目を迎える SICF 参加者募集スタート！

スパイラル／株式会社ワコールアートセンターは、

2009 年 12 月 1 日（火）より、公募展形式のアート

イベント「SICF11」の出展クリエーター募集を開始

いたします。 

SICF（スパイラル・インディペンデント・クリエーター

ズ・フェスティバル）は、スパイラルが次代のカルチ

ャーを担う若手クリエーターの発掘と支援を目的

に 2000 年にスタートした公募展形式のアートイベ

ントです。 
毎年ゴールデンウィーク期間中に開催し、今年で

11 回目を迎える SICF は、これまでに述べ 900 名

を超えるクリエーターが参加、総来場者数は約 4
万人を数える春の一大アートフェスティバルです。 
キュレーターやアートディレクターが多数来場し、

過去 10 回の出展者の中からは、スパイラルが関

わるアートプロジェクトに参加したり、国内外の展覧

会で作品を発表したクリエーター、またさまざまな

コンペティションで入賞した方など、SICF への出

展をきっかけに活躍の場を広げたクリエーターやア

ーティストが多数産まれています。 

2010 年 5 月 2 日（日）～5 日（水・祝）にかけて開

催する SICF11 では、アート、デザイン、ファッショ

ン、音楽などジャンルを超え、自由な感性でクオリ

ティの高い創作活動を続けるクリエーターを国内

外から広く募集いたします。 
1 次の書類審査を通過した 100 組のクリエーター 
 
取材に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。 
スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 広報部  
加藤美穂、清水さえみ、四元朝子（よつもと ともこ） 
TEL 03-3498-5605  FAX 03-3498-7848   
〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23 
E-mail press@spiral.co.jp  http://www.spiral.co.jp/ 

＊スパイラルはメンテナンスのため 2009 年 12 月 30 日（水）～2010 年 1 月 4 日（月）まで、全館休館といたします。

 

には、スパイラルホールを 50 に分けたブースで

2 日間ずつ作品をプレゼンテーションしていただ

きます。また、出展者の中から審査員と来場者

の投票により、グランプリをはじめとする各賞を決

定する予定です。 
グランプリ受賞者には、副賞として 2010 年秋に

スパイラル 1F の青山通りに面した展示スペース

「ショウケース」で個展を開催していただくほか、

スパイラル広報誌「スパイラルペーパー」でのご

紹介が決定しております。 

スパイラルは、SICF11 を通じ、若き才能たちが

クリエーターとして飛躍を遂げるさまざまなチャン

スを用意し、その活動を支援していきます。 
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ファイル受付期間：2009年12月1日（火）～2010年2月28日（日） 
応募方法: 市販のA４縦サイズのファイル1冊に、 
 （１）規定の申込用紙 ＊SICFウェブサイトからダウンロードしてください。 
 （２）規定のブースプラン記入用紙 ＊SICFウェブサイトからダウンロードしてください。 
 （３）今までの活動記録 
 （４）参加者全員の経歴書 を事務局にご提出ください。 
応募資格、条件：インディーズクリエーターを自認する個人またはグループ。 

 クリエーターを支えるスクール、レーベル、ギャラリーなどの団体。 
 開催時間中、出展者本人が会場に常駐できること。 

参加費用：1 ブース／個人 2 日間 ¥40,000、 グループ 2 日間 ¥53,000（税込み・電源使用料除く） 
SICF ウェブサイト：http://www.spiral.co.jp/sicf/ 
お問い合わせ先：スパイラル内 SICF 事務局 〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23 
       TEL. 03-3498-1171    FAX.03-3498-7848 
 
■審査員について 
決定次第 SICF ウェブサイトで発表いたします。 
 
■顕彰について 
国内外において幅広い分野でのクリエーションに携わる審査員と入場者の投票による審査の上、授賞を

行います。 

グランプリ： スパイラル 1F ショウケースで展覧会の実施。スパイラルペーパーでの紹介。 
  次回 SICF への出展招待。 
準グランプリ： 次回 SICF へ出展招待。 
オーディエンス賞： 次回SICFへ出展招待。 
各審査員賞： 次回SICFへ出展招待。 
スパイラルマーケット賞：スパイラルマーケットで作品展示。次回 SICF への出展招待。 

SICF11 開催概要

表記：SICF11 
開催期間： Aグループ 2010年5月2日（日）～3日（月・祝）11：00～20：00 

 Bグループ 2010年5月4日（火・祝）～5日（水・祝）11:00～20:00 
＊但し最終日（5月5日）は19:00まで。 

開催形式：会場を50のブースに分け、作品展示やプレゼンテーションを行っていただきます。 
対象ジャンル:美術、デザイン、ファッション、音楽、映像、CG 等のクリエーション全て。 
 
会  場：スパイラルホール（スパイラル 3F） 〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23 
      東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線 「表参道」駅 B1 出口すぐ 
料  金: 1 日券／一般 700 円ほか 
公式 HP：http://www.spiral.co.jp/sicf/ 
SICF TWITTER: 12 月 1 日スタート！ 
 
主  催：株式会社ワコールアートセンター 
企画制作：スパイラル 
会場構成：CLIP 
グラフィックデザイン：Thonik 

SICF11 出展クリエーター募集概要 
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■第 10 回 SICF 会場風景（2009 年 5 月 2 日～5 日スパイラルホール） 

ひとりひとりの心に眠る「記憶の物語」を呼び覚ます 
音と光のインスタレーション 
 
第 3 回 SICF グランプリ受賞アーティスト川瀬浩介氏が、この

冬 3 周年を迎える高松丸亀町商店街のクリスマスキャンペー

ン「一番街生誕祭」で、「Long Autumn Sweet Thing」の新作

を展示します。 
SICF グランプリ受賞作品でもある本作品シリーズは、川瀬浩介

氏が作曲した音楽にあわせて、光がさまざまに点灯、点滅する

音と光のインスタレーションです。音楽にシンクロしてさまざまな

に表情を変化させる光は、「変化し続ける絵画のよう」とも形容

された美しい作品です。 
 
川瀬浩介 HP http://www.kawasekohske.info/jp/ 
場所：丸亀町壱番街前 ドーム広場 （高松市丸亀町 1-1） 
主催：高松丸亀町商店街振興組合 高松丸亀町まちづくり株式会社

企画制作：スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 
協力：Space Aria、仏生山温泉 
お問い合わせ：高松丸亀町まちづくり株式会社 087-821-5199  

■第 10 回 SICF グランプリアーティスト 酒井翠「にっき」展 会場風景（2009 年 10 月 29 日～11 月 3 日ショウケース）

SICF Topics 第 3 回 SICF グランプリ受賞者 川瀬浩介氏  
高松丸亀町クリスマスキャンペーンで作品を展示！ 

Long Autumn Sweet Thing in 高松丸亀町  
会期：2009 年 11 月 20 日（金）～12 月 25 日（金）10：00～23：00 
点灯式：11 月 20 日（金）17:00～ 
会場：丸亀町壱番街前 ドーム広場（高松市丸亀町 1-1） 
 

Long Autumn Sweet Thing in 高松丸亀町 

完成予定イメージ 
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